
図1　Z世代の価値観・行動特性（あてはまる・計）
調査年 全世代・男女 20代・男女 20代・男 20代・女

 調査数 2023 9,479 1,129 570 560
2021 9,388 986 498 487
2019 9,408 1,080 547 532
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考察2  Z世代の「1回あたりの宿泊費用総額」が2023年は6万7200円となり、コロナ禍前19年より1万円以上も増加。要因の特定は難しいが、注目したいの
は「来訪経験」である。Z世代は旅行経験が浅く、旅先は初回訪問であることが多い。加えてこのコロナ禍で行動制限されたこともあり、Z世代の23年「初回
訪問率」は6割を超えた。初めての旅行・初めて訪れる土地への旅行に対する期待感の高まりも、費用総額の高さに表れているのではないだろうか。

%
、
女
性
15
・
８
％
で
特
に
男
性
の
出
現

比
率
が
高
い
。
Ｚ
世
代
女
性
で
最
も
多
く

の
割
合
を
占
め
た
の
は
、
新
し
い
場
所
へ

の
好
奇
心
が
強
く
、
効
率
よ
く
で
き
る
だ

け
多
く
の
場
所
を
め
ぐ
り
た
い「
効
率
・

欲
張
り
タ
イ
プ
」。
計
画
す
る
こ
と
を
好

み
、
馴
染
み
が
あ
る
な
ど
リ
ピ
ー
ト
す
る

こ
と
へ
の
反
応
は
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
特
徴

を
持
つ
。
全
年
代
で
男
性
よ
り
女
性
の
出

現
率
が
高
か
っ
た（
考
察
３
参
照
）。

　
宿
泊
旅
行
に
対
し
て
Ｚ
世
代
に
最
も
強

く
見
ら
れ
た
因
子
１「
地
域
志
向
性
」
と

相
関
係
数
の
高
い
、
質
問
６
項
目
を
図
３

に
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
行
動
に
共
通
す
る

の
は
、
地
域
や
地
元
の
文
化
や
生
活
習
慣

を
深
く
理
解
し
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
築
く
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
点

だ
。
将
来
の
移
住
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

選
択
に
向
け
て
、
地
域
の
魅
力
や
暮
ら
し

の
実
態
を
体
験
し
、
地
元
の
人
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
情
報
を
収
集
し
、
地
域
の
中

に
自
ら
入
り
込
ん
で
い
く
積
極
的
な
姿
勢

も
含
ん
で
お
り
、「
観
光
し
て
お
し
ま
い
」

と
は
異
な
る
。
こ
の
地
域
志
向
性
は
、
Ｚ

世
代
が
も
と
も
と
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の

か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
も
の
か
？
そ

れ
を
検
証
す
る
た
め
、
縦
軸「
意
識
し
た
・

計
」、
横
軸「
実
施
し
た
・
計
」
を
設
定
し
、

表1　Z世代の旅行実態
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全世代
20代

考察1 全体と比べてZ世代に突出し
て多い行動が「SNSをよく見る」だ
が、実際にどんなSNSアプリを活用
しているのか。「令和4年度 情報通
信メディアの利用時間と情報行動
に関する調査」（総務省）によると、
20代のSNS閲覧率は、YouTube

（98.2％）、X/旧Twitter（78.8％）、
Instagram（73.3％）、TikTok（47.9
％）が上位。一方、SNS利用率（実
際に書き込み投稿する）を見ると、
Instagram（38.2％）、X/旧Twitter

（33.6％）、YouTube（7.8％）、TikTok
（4.1％）で、「見るもの」と「自ら発信す
るもの」を使い分けているようだ。
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■「各調査年全世代」より5pt以上高い   ■「各調査年全世代」より5pt以上低い
※30項目中、「20代・男女」上位15項目を抜粋  
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これからの旅行市場で消費の中心を担うのはZ世代。
彼らはどういった旅行を好むのであろうか。
毎年実施している「じゃらん宿泊旅行調査」のデータを再分析し、
Z世代の価値観と世代間ギャップ、
旅行に対する意識とコロナ禍による影響という観点から
Z世代の旅行スタイルの特徴を解き明かしていくと
「地域志向」という傾向が見えてきた。
分析研究の報告に続いて、後半では地域がZ世代に与える
可能性を探るべく、若年層と地域をつなぐ取り組みを
行うZ世代経営者へのインタビューと、
地場産業を活かした観光コンテンツの事例を紹介していく。

Z世代
旅行スタイル

の

「じゃらん宿泊旅行調査」再分析より

自分だけの
リアルな
体験・交流を求めて

Z世代とは…
1990年代後半～2010年生まれの、2020年代の現在において10代から
20代前半の人を指す。この世代は日本全国に約1800万人、世界では約
20億人、世界人口の３割に上ると見込まれている。

※本研究では調査対象に含む20代（18～29歳）をZ世代として分析して
おり、18歳未満は含んでいない

Born from  late 1990s to 2010

Ｚ
世
代
の
価
値
観
と 

旅
行
に
対
す
る
意
識
を
分
析

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
し
口
コ
ミ
重
視
、 

承
認
欲
求
が
高
い
Ｚ
世
代

 

「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
」
で
は
30
の

価
値
観
・
行
動
特
性
に
つ
い
て
５
段
階
評

定
で
回
答
す
る
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
肯
定
的
回
答（「
あ
て
は
ま
る
」

「
や
や
あ
て
は
ま
る
」）
が
多
か
っ
た
上
位

15
項
目
を
抜
粋
し
た
の
が
図
１
だ
。
２
０

２
３
年
調
査
時
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
よ
く
見
る
」

が
Ｚ
世
代
だ
と
６
割
超
と
な
り
全
体
よ
り

も
28
・
７

も
高
く
、
全
項
目
中
で
世
代

間
差
が
最
も
大
き
い
。
そ
の
他
、
全
体
よ

り
10

以
上
高
い
項
目
は「
口
コ
ミ
情
報

を
参
考
に
す
る
こ
と
が
多
い
」「
人
か
ら
認

め
ら
れ
た
い
と
思
う
」。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報

＝
口
コ
ミ
を
重
視
し（
考
察
１
参
照
）、
自

ら
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
へ
の「
い
い
ね
」
等
の

評
価
で
承
認
欲
求
を
満
た
す
姿
が
浮
か
ん

で
く
る
。
ま
た
、「
休
日
は
家
の
中
で
過
ご

す
こ
と
が
多
い
」
も
全
体
よ
り
７
・
７

高
い
結
果
に
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
外

出
よ
り
も
家
で
過
ご
す
ほ
う
が
快
適
・
安

心
だ
と
の
考
え
方
が
定
着
し
た
の
だ
と
す

る
と
、
イ
エ
ナ
カ
消
費
は
今
後
Ｚ
世
代
の

旅
行
市
場
戦
略
に
お
い
て
新
た
な
観
点
と

し
て
取
り
込
む
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
Ｚ
世
代
の
旅
行
実
施
率
は
全
体

よ
り
高
く
、
23
年
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
ほ
ぼ

同
水
準
に
回
復
し
た（
表
１
）。
１
回
あ
た

り
の
宿
泊
費
用
総
額
も
全
体
よ
り
高
額
だ

（
考
察
２
参
照
）。

地
域
で
の
交
流
・
体
験
に
価
値
を
置
き
、 

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
貢
献
意
識
は
上
昇

　
そ
ん
な
Ｚ
世
代
の
旅
行
に
対
す
る
意
識

を
探
る
た
め
、
宿
泊
旅
行
を
行
う
際
に
意

識
／
実
施
し
た
こ
と
の
質
問
26
項
目
に
つ

い
て「
意
識
し
な
か
っ
た
」「
意
識
し
た
が

実
施
し
な
か
っ
た
」「
意
識
し
て
、
実
施
し

た
」
の
３
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
し
て
因
子
を

抽
出
。
そ
れ
ら
の
因
子
へ
の
反
応
を
も
と

に
７
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
タ
イ
プ
に
分
類
し

た
。
そ
し
て
、
性
年
代
別
の
傾
向
を
示
し

た
も
の
が
図
２
で
あ
る
。

 

「
地
域
体
験
交
流
タ
イ
プ
」
の
特
徴
は
、

地
域
を
訪
れ
る
だ
け
で
は
な
く
体
験
・
交

流
と
い
っ
た
地
域
で
の
か
か
わ
り
を
求
め

る
傾
向
が
強
い
こ
と
。
若
年
層
ほ
ど
出
現

比
率
が
高
ま
り
、
Ｚ
世
代
男
性
は
29
・
６

調査名 じゃらん宿泊旅行調査2019,2021,2023
調査目的 全国の宿泊旅行実施者に対して、宿泊旅行の内容を把握するため
調査方法 インターネット（一般パネル）による調査
調査内容 当該年前年度の国内宿泊旅行（出張・帰省・修学旅行などを除く）の 

有無について
調査対象 全国18～79歳の男女（2019,2021は全国20～79歳の男女）
回収数 2019 : 15,559件、  2021 : 15,719件、 2023 : 15,572件

G e n e r a t i o n
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全世代
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本調査の概要

※分析対象年について　
 過去5年、かつコロナ感染拡

大の影響を分析するため、
2019（コロナ前）、2021（コ
ロナ禍）、2023（コロナ明
け）を分析対象年とした。

※表側の年代区分について

 区分名
調査年

2023 2021、2019
20代 18～29歳 20～29歳
30代 30～39歳 30～39歳
40代 40～49歳 40～49歳
50代 50～59歳 50～59歳
60代以上 60～79歳 60～79歳



地
域
で
の
交
流
か
ら
見
つ
け
た 

「
新
鮮
な
感
動
」
に
価
値
が
あ
る

池
内
　
八
太
さ
ん
は
一
次
産
業
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
造
成
し
て
生
産
者
と
若
年
層

を
含
む
消
費
者
を
つ
な
ぐ
事
業
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
自
身
も
Ｚ
世
代
で
す
が
、
地

方
部
に
興
味
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
？

八
太
　
大
学
入
学
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
に

突
入
し
、
通
学
も
な
い
し
好
き
な
海
外
旅

行
も
で
き
な
い
。
そ
ん
な
状
況
で
国
内
の

地
方
部
に
目
が
向
き
、
農
業
に
興
味
が
あ

っ
た
た
め
生
産
者
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
に

足
を
運
ぶ
よ
う
に
。
そ
し
て
一
次
産
業
の

収
益
性
の
低
さ
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
課

題
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

池
内
　
今
回
の
調
査
分
析
に
よ
る
と
、
Ｚ

世
代
は
地
域
で
の
体
験
・
交
流
に
関
心
が

高
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
そ
の
傾
向
が

強
ま
っ
た
様
子
。
こ
の
分
析
結
果
を
見
て
、

い
か
が
感
じ
ま
し
た
か
。

八
太
　
私
だ
け
で
は
な
く
コ
ロ
ナ
禍
を
機

に
地
方
に
興
味
を
持
つ
と
い
う
シ
フ
ト
は

確
実
に
起
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
影
響
も
大
き
く
、

東
京
の
学
生
で
も「
実
は
今
、
旅
先
で
講

義
を
聞
い
て
い
る
」
と
い
う
子
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
業
を
通
じ
て
も
、

地
域
と
の
交
流
に
関
心
が
あ
る
Ｚ
世
代
の

存
在
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

池
内
　
八
太
さ
ん
が
手
掛
け
る
地
域
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
の
参
加
者
は
、
東
京
在
住
の

大
学
生
が
メ
イ
ン
と
か
。
地
域
で
の
体
験

に
興
味
が
あ
る
人
が
参
加
す
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
実
際
に
体
験
し
て
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
様
子
で
す
か
。

八
太
　
名
所
を
訪
ね
て
ご
は
ん
を
食
べ
て

…
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
観
光
旅
行
で
は
な

く
、
東
京
で
は
で
き
な
い
初
め
て
の
体
験

に
ふ
れ
た
こ
と
を
す
ご
く
喜
ん
で
い
た
だ

で
は
の
風
物
の
体
験
や
地
元
の
人
々
と
の

交
流
に
価
値
を
強
く
見
出
し
た
Ｚ
世
代
。

彼
ら
の
こ
う
し
た
旅
に
対
す
る
姿
勢
は
、

地
域
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。「
我

が
地
域
だ
か
ら
こ
そ
提
供
で
き
る
経
験
価

値
と
は
何
か
」
を
突
き
詰
め
る
と
、
次
代

の
メ
イ
ン
旅
行
者
層
と
な
る
Ｚ
世
代
を
地

域
に
呼
び
込
み
、
深
い
関
係
性
を
築
く
こ

と
に
結
び
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
次
項
か

ら
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
て
Ｚ
世
代
と

の
か
か
わ
り
構
築
を
実
践
す
る
事
業
か
ら

見
え
る
彼
ら
の
姿
、
地
域
と
し
て
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
こ
う
。

聞き手
じゃらんリサーチセンター研究員
池内 摩耶

2002年、東京都生まれ。2021
年、上智大学2年次に合同会社
CICLOを創業。一次産業の課
題解決に向け、地域と都市部の
関係性構築やブランディングに
関する事業の企画・運営を行う。
2024年4月には東京大学大学院
に進学し、事業と学業の両輪で
活躍している

Z
世
代
起
業
家
に
聞
く

地
域
と
つ
な
が
り
た
い
若
年
層
の
心
理

調
査
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
「
Ｚ
世
代
の
地
域
志
向
」。

し
か
し
調
査
デ
ー
タ
だ
け
で
は
彼
ら
の
具
体
的
行
動
や
心
理
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。

彼
ら
は
地
域
の
ど
ん
な
点
に
関
心
を
持
ち
、何
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
身
も
Z
世
代
と
呼
ば
れ
る
年
齢
で
あ
り
、地
域
と
都
市
部
の
若
者
を
結
ぶ

事
業
を
展
開
す
る
C
I
C
L
O
代
表
・
八
太
菜
々
子
さ
ん
に
、

活
動
か
ら
見
え
る
Z
世
代
の
思
考
や
行
動
を
う
か
が
っ
た
。

I n t e r v i e w
ZG e n e r a t i o n

合同会社CICLO
八太 菜々子さん
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図3 Z世代の地域とのかかわりへの
 意識と実施（男女別）

男性

実施した（意識して実施した＋意識しなかったが実施した）・計（％）

実施した（意識して実施した＋意識しなかったが実施した）・計（％）

女性
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＋
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因子1「地域志向性」と相関係数の高かった6項目
●自ら主体的に参加する・体験する
●地域のためになること、貢献できることを選ぶ
●暮らすように旅をする
●旅行先の風土や生活習慣を体験する
●地元の人に積極的に話しかけて情報を聞いたり交流する
●将来の移住やライフスタイルの参考になりそうな旅をする
（●内の数字は調査年、以下同様）
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7つの因子への反応の強弱で
旅行に対する意識を7タイプに分類

Ｚ
世
代
の
意
識
と
実
施
状
況
デ
ー
タ
を
可

視
化
し
た（
図
３
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
最
も
変
化
し
た
項

目
は「
地
域
の
た
め
に
な
る
こ
と
、
貢
献

で
き
る
こ
と
を
選
ぶ
」
で
、
２
０
１
９
年

↓
21
年
に
男
女
と
も
に
大
き
く
上
昇（
意

識
し
た
・
計
／
男
性
19
年
31
・
１
％
↓
21
年

41
・
２
％
↓
23
年
40
・
6
％
、
女
性
19
年

15
・
２
％
↓
21
年
24
・
１
％
↓
23
年
23
・

７
％
）。
感
染
拡
大
に
よ
り
地
域
の
課
題

や
困
難
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、「
地
域
」
と

い
う
も
の
を
意
識
す
る
機
会
が
増
え
た
こ

と
が
影
響
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

普
及
も
あ
り
、「
将
来
の
移
住
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
参
考
に
な
り
そ
う
な
旅
を
す

る
」
こ
と
へ
の
関
心
も
増
加
し
て
い
る

（
意
識
し
た
・
計
／
男
性
２
０
１
９
年
30
・

１
％
↓
21
年
37
・
0
％
↓
23
年
38
・
１
％
、

女
性
19
年
14
・
７
％
↓
21
年
19
・
３
％

↓
23
年
21
・
７
％
）。
21
年
の
急
増
を
経

て
23
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
た
め
一
時
的
な

盛
り
上
が
り
に
も
見
え
る
が
、「
実
施
し

た
」
ポ
イ
ン
ト
を
見
る
と
21
年
↓
23
年
に

増
加
し
て
お
り
、
地
方
移
住
の
参
考
に
な

り
そ
う
な
旅
は
実
施
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し

た
可
能
性
が
あ
る（
実
施
し
た
・
計
／
男

性
19
年
21
・
２
％
↓
21
年
22
・
２
％
↓
23

年
28
・
７
％
、
女
性
19
年
10
・
３
％
↓
21

年
12
・
８
％
↓
23
年
14
・
５
％
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
地
域
な
ら

考察３ 全年代で男性より女性の出現比率が高く、特にZ世代女性に多い「効率・欲張りタイプ」。これは宿泊旅行への意識は同行者の影響を強く受ける傾向
があるためと考えられる。一人旅率が高い男性に対し、友人・恋人との旅行率が高い女性はグループで動きやすいこと・グループ全員が楽しめることに意識が
傾くため「効率・欲張り」になりやすいのではないだろうか。同行者の影響を受けつつも、自分自身が楽しむといった項目も維持しており、同行者も自分自身も
楽しめるように配慮するタイプと言える。

Type 7

こだわりなし
タイプ

すべての因子にマ
イナス反応で、特
に計画性に対して
の反応が薄い。同
行者に影響を受け
るフォロワーに多
いタイプ。

Type 1

地域体験交流
タイプ

地域とかかわりを
求め、将来的な移
住・地元の人との
交流・貢献・風土
や生活習慣を体
験するなど自ら主
体的に行動し旅を
楽しむ。

Type 2

地域訪問
タイプ

自分が興味をもっ
た地域への訪問
意向が高いが、現
地での交流への
反応はマイナスの
タイプ。

Type 3

話題性重視
タイプ

旅行者同士の交
流や人からのおす
すめ軸で旅行先を
選択する傾向が強
い。テレビやSNS
での話題性を求め
る欲求が高く情報
収集も活発。

Type 4

効率・欲張り
タイプ

旅先で自分がやり
たいことができれ
ば、多少の予算オ
ーバーは許容。新
しい場所への好
奇心が強く、効率
よくたくさんめぐ
りたい。

Type 5

リピートなじみ
タイプ

馴染みのある安心
感を大切にし、行
ったことのある旅
先を繰り返し訪れ
る。こだわりが強
く、老舗・歴史のあ
るものを好む傾向
も。

Type 6

計画
タイプ

事前に計画をしっ
かり立てる／旅行
行動は現地で決
める、どちらにせ
よ計画して行動し
たい。

宿泊旅行に関する意思決定に影響をおよぼす7つの因子
因子1「地域志向性」／因子2「旅行者交流・レコメンド」／因子3「効率を重視して欲張りたい」／因子4「リピート」／

因子5「王道」／因子6「計画性」／因子7「コスト」

図2  宿泊旅行に対する意識クラスター７タイプ
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性年代別のクラスター構成（2023年調査データより）

全体

男性 20代

30代

40代

50代

60代 以上

女性 20代

30代

40代

50代

60代 以上

1008020 40 600（%）

地域体験交流
タイプ

話題性
重視

タイプ

効率・欲張り
タイプ

リピートなじみ
タイプ

計画
タイプ

こだわりなし
タイプ

地域訪問
タイプ

14.7 4.5 7.1 17.0 13.2 16.9 26.7

29.6 7.3 7.6 13.6 7.8 12.2 22.0

22.7 5.8 6.4 13.7 10.1 16.3 25.0

9.9 4.8 6.9 15.3 18.3 14.4 30.5

16.3 4.8 5.9 14.7 11.2 19.2 27.8

9.5 4.4 7.0 17.2 15.1 17.0 29.7

10.8 4.0 8.3 20.1 12.9 18.5 25.5

12.1 3.8 9.0 22.1 13.1 17.8 22.0

15.8 4.0 8.3 22.6 9.3 15.6 24.3

12.5 2.9 5.7 14.6 15.5 20.3 28.6

12.3 3.6 6.7 16.6 15.1 17.6 28.0



楽
し
く
、
気
軽
に
靴
下
製
造
の 

魅
力
が
体
感
で
き
る
よ
う
創
意
工
夫

　
明
治
後
期
か
ら
農
業
の
副
業
と
し
て
広

ま
っ
た
靴
下
産
業
に
お
い
て
、
生
産
量
日

本
一
を
誇
る
奈
良
県
広
陵
町
。
だ
が
１
９

９
０
年
代
に
な
る
と
安
価
な
輸
入
製
品
が

台
頭
し
、
最
盛
期
は
２
０
０
軒
以
上
あ
っ

た
町
内
の
製
造
工
場
も
い
ま
や
35
軒
に
。

価
格
競
争
や
環
境
変
化
を
乗
り
越
え
、
時

流
に
応
じ
た
工
夫
を
重
ね
た
事
業
者
が
現

在
ま
で
靴
下
製
造
を
続
け
て
い
る
。
１
９

２
７
年
に
創
業
し
、
５
代
目
・
出
張
耕
平

さ
ん
が
現
社
長
を
務
め
る（
株
）創
喜
も
、

そ
ん
な
靴
下
工
場
の
一
つ
だ
。

　
靴
下
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
を
し
て
い
た
先
代

か
ら
工
場
を
継
い
だ
出
張
さ
ん
は
２
０
１

４
年
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
始
動
。
初
め
て

自
社
製
品
を
売
り
込
む
に
あ
た
り
、
靴
下

売
場
に
並
ぶ
他
社
製
品
に
勝
て
る
強
み
を

打
ち
出
す
必
要
性
を
感
じ
た
と
い
う
。「
う

ち
の
強
み
は
希
少
な
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
編
み
機

を
用
い
る
靴
下
を
自
社
製
造
で
き
る
技
術

力
。
そ
れ
を
伝
え
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
の
飲
食
店
の
よ
う
に
製
造
風
景
を

見
せ
る
実
演
販
売
を
し
よ
う
と
思
い
つ
き

ま
し
た
」。
そ
こ
で
百
貨
店
の
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
ス
ト
ア
に
持
ち
運
べ
る
小
型
編
み
機

を
探
し
出
し
、
工
業
用
機
械
の
電
圧
を
確

保
せ
ず
と
も
楽
に
動
か
せ
る
よ
う
手
動
の

可
動
部
を
改
造
。
自
転
車
を
漕
ぐ
と
編
み

機
が
動
く
特
製
マ
シ
ン
を
造
り
上
げ
た
。

そ
う
し
て
誰
も
が
気
軽
に
靴
下
作
り
を
体

験
で
き
る
実
演
販
売
に
臨
む
と
、
人
だ
か

り
が
で
き
る
大
盛
況
に
。
そ
の
後
も
ク
ラ

フ
ト
市
な
ど
で
体
験
・
販
売
会
を
行
い
、

好
評
を
得
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
禍

で
イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
中
止
に
。
し
か
し

こ
れ
を
転
機
と
捉
え
た
出
張
さ
ん
は
、
足

漕
ぎ
マ
シ
ン
で
靴
下
作
り
が
体
験
で
き
る

工
場
併
設
シ
ョ
ッ
プ
を
２
０
２
１
年
に
オ

ー
プ
ン
。「
広
陵
町
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
工
場

が
主
な
た
め
、
お
土
産
用
の
靴
下
シ
ョ
ッ

プ
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。〝
日
本
一
の

靴
下
の
町
〞
を
名
乗
り
な
が
ら
、
も
っ
た

い
な
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
人
を
呼
ぶ
に
は
直
売
店
が
あ
る
だ
け
で

は
弱
い
。
そ
こ
で
実
演
販
売
で
手
応
え
を

感
じ
た
、
靴
下
作
り
が
楽
し
め
る
シ
ョ
ッ

プ
を
開
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
」。

　
靴
下
作
り
の
体
験
中
は
、
歴
史
や
技
術
、

製
造
工
程
な
ど
の
靴
下
作
り
の
ス
ト
ー
リ

ー
を
説
明
。「
靴
下
作
り
を
身
近
に
感
じ
、

弊
社
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
出
張
さ
ん
。
体
験
者
は
30
代
〜
40
代
が

最
多
で
次
が
20
代
。
学
校
の
長
期
休
暇
期

間
に
は
10
代
も
増
え
る
そ
う
。
カ
ラ
フ
ル

な
糸
を
飾
っ
て
写
真
映
え
を
意
識
し
た
内

装
や
、
自
転
車
を
漕
い
で
靴
下
を
作
る
意

外
性
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
と
の
相
性
も
よ
く
、

口
コ
ミ
で
評
判
が
拡
散
。
昨
年
は
年
間
約

６
０
０
０
人
が
体
験
し
た
。

　
靴
下
製
造
業
の
強
み
・
魅
力
を
伝
え
る

方
法
を
探
り
、
土
台
は
変
え
ず
楽
し
さ
・

気
軽
さ
を
付
与
し
、
見
栄
え
も
意
識
し
た

靴
下
作
り
体
験
。
こ
の
試
み
は
、
地
場
産

業
や
地
域
の
風
土
を
フ
ッ
ク
に
し
た
体
験

商
品
造
成
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

（株）創喜「S.Labo」
奈良県広陵町

靴下工場・創喜が2021年12月、ファク
トリーショップ「S.Labo」をオープン。
靴下編み機と自転車を融合させたマシ
ン「チャリックス」による靴下作り体験
を、30分3300円で実施。36色の糸
から3色を選んでローゲージ靴下を編
み、完成品を持ち帰ることができる。

若
者
を
含
め
年
６
０
０
０
人
が
来
場
！

町
工
場
発
・
地
場
産
業
の
体
験
商
品

旅
先
の
風
土
や
交
流
に
興
味
が
あ
る
Ｚ
世
代
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、

そ
れ
を
体
験
す
る
場
を
用
意
せ
ず
に
は
彼
ら
を
呼
び
込
む
の
は
難
し
い
。

地
域
特
有
の
産
業
を
活
か
し
た
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
、

観
光
地
で
は
な
い
町
に
多
く
の
来
訪
者
を
招
い
て
い
る
事
例
を
参
考
に
し
た
い
。

C a s e S t u d y
ZG e n e r a t i o n

担当研究員
じゃらん
リサーチセンター　
池内 摩耶

写真中央が創喜社長・出張さん。自転車
を10分ほど漕ぐと靴下1足が編めて、そ
の後にスタッフが仕上げ縫いなどを行っ
て完成

31 June  2024

担 当 研 究 員より

体験プログラムは
地域から旅人へのメッセージ
コロナ禍は観光において訪れる人と地
域の人双方の意識を大きく変える契機
となった。本レポートではZ世代の地域
志向の高まりに注目したが、地域の人々
もまた自らの地域価値・魅力について再
確認する機会となったのではないだろう
か。体験プログラムの原点は、その地域
独自の価値を旅人に伝えることだ。地
域でのリアルな体験交流を軸に訪れる
地域を検討するZ世代の登場により、体
験プログラムを見極める目は厳しくなっ
ていくだろう。地域価値と紐づかない一
過性のブームなどの表面的なプログラム
では、Z世代の期待に応えることができ
ず、失望を招いてしまう。地域の本質や
魅力に対する誠実な理解が体験プログ
ラム成功のカギなのだ。

い
て
い
る
印
象
で
す
。

池
内
　
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
体
験
で
き

た
か
ら
か
、
地
域
の
人
と
交
流
で
き
た
か

ら
か
、
ど
う
い
う
点
が
満
足
感
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

八
太
　
新
し
い
発
見
が
あ
る
こ
と
が
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
で
す
が
、
地
域
の
人

と
の
交
流
あ
り
き
で
も
あ
り
ま
す
。
普
段

で
き
な
い
よ
う
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
造

成
す
る
に
は
、
ま
ず
地
元
の
方
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
。
そ
う
し
て
信

頼
関
係
を
築
い
た
か
ら
こ
そ
特
別
な
体
験

の
商
品
化
に
地
元
の
方
も
協
力
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実

施
時
も
地
元
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
な
く
し
て

は
で
き
な
い
た
め
、「
地
域
ら
し
い
特
別
な

体
験
」
は「
地
域
の
人
と
の
交
流
」
と
セ
ッ

ト
で
、
そ
こ
が
魅
力
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
り
が
ち
で
は
な
い
体
験
ゆ
え
事

前
に
想
像
が
あ
ま
り
で
き
ず
、
内
容
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
状
態
で
参
加
さ
れ
る
の
で
、

「
予
想
以
上
に
面
白
か
っ
た
」
と
満
足
さ
れ

る
方
も
多
い
。
情
報
誌
な
ど
で
は
知
り
得

な
か
っ
た
、
未
知
の
体
験
が
で
き
た
特
別

感
も
感
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

池
内
　
中
高
年
層
だ
と「
雑
誌
に
載
っ
て

い
た
写
真
の
場
所
を
実
際
に
確
認
で
き
て

満
足
」
と
い
っ
た
考
え
方
を
す
る
と
の
デ

ー
タ
も
あ
る
ん
で
す
が
、
Ｚ
世
代
は
そ
う

い
う「
答
え
合
わ
せ
」
で
は
満
足
し
な
い

ん
で
し
ょ
う
ね
。
雑
誌
に
載
っ
て
な
い
こ

と
を
地
元
の
人
か
ら
聞
け
た
発
見
感
が
、

満
足
度
を
高
め
る
と
い
う
か
。

八
太
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
今
は
名
所

の
き
れ
い
な
写
真
は
い
く
ら
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
興
味
を
引
く
入
口
と
し
て

美
し
い
景
色（
の
写
真
）
は
有
効
で
す
が
、

訪
問
後
に
心
に
残
る
の
は
名
所
の
近
く
で

発
見
し
た
、
ネ
ッ
ト
に
も
情
報
が
な
い
モ

ノ
ゴ
ト
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
だ
か
ら
せ
っ

か
く
足
を
運
ん
で
く
れ
た
人
に「
実
は
こ

ん
な
魅
力
も
あ
り
ま
す
」
と
伝
え
る
態
勢

づ
く
り
も
大
切
で
し
ょ
う
。

挑
戦
す
る
舞
台
と
し
て
の 

可
能
性
を
地
域
に
見
出
す
人
も

池
内
　
情
報
が
多
い
か
ら「
映
え
る
」
だ

け
で
は
埋
も
れ
て
し
ま
う
、
そ
の
周
辺
に

地
域
ら
し
い
体
験
や
交
流
が
あ
っ
て
こ
そ

価
値
を
感
じ
て
も
ら
え
る
ん
で
す
ね
。
Ｚ

世
代
が
地
域
に
価
値
を
感
じ
る
部
分
は
、

他
に
も
あ
り
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

八
太
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が

あ
る
、
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
新
潟
県
佐

渡
島
で
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
企
画
し

た
際
、
半
年
ほ
ど
休
学
し
て
参
加
し
た
東

京
の
大
学
生
は
カ
フ
ェ
を
開
く
の
が
夢
だ

そ
う
。
と
は
い
え
東
京
で
は
開
業
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
だ
け
ど
佐
渡
で
過
ご
す
間

に
地
元
の
方
と
交
渉
し
て
、
期
間
限
定
の

カ
フ
ェ
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

う
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
舞
台
と
し
て
、

東
京
よ
り
も
地
方
に
可
能
性
を
感
じ
る
人

も
い
る
よ
う
で
す
。

池
内
　
そ
の
方
は
休
学
し
て
移
住
体
験
の

よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
域
に

興
味
を
抱
い
た
Ｚ
世
代
が
移
住
す
る
こ
と

は
今
後
、
増
え
る
と
思
い
ま
す
か
。

八
太
　
生
活
す
る
に
は
仕
事
が
必
要
な
の

で
、
移
住
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
ま
だ
あ
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
ず
っ
と
定
住
す
る
か
は

別
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
よ
う

な
移
住
し
や
す
い
制
度
も
増
え
て
い
ま
す

し
、
仕
事
さ
え
あ
れ
ば
移
住
す
る
人
は
多

い
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
入
る
に
は
地
域
の
人
と
の
つ
な

が
り
を
育
む
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
点

で
い
う
と
地
域
の
人
と
交
流
す
る
観
光
体

験
を
楽
し
む
こ
と
が
、
移
住
の
フ
ッ
ク
に

な
る
で
し
ょ
う
。

池
内
　
移
住
者
を
増
や
す
の
は
簡
単
で
は

な
い
け
れ
ど
、「
観
光
」
に
地
域
と
の
交
流

が
紐
づ
い
て
い
る
と
地
域
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
中
長
期
的
に
は
移
住
に
結
び
付
く

可
能
性
が
高
ま
り
そ
う
で
す
ね
。

地域×Z世代：CICLOの取り組み
「玉露づくりの体験プログラム」
日本三大玉露の産地の一つ・静岡県藤枝市朝比
奈地域は、生産者の高齢化が課題。製茶技術・
文化の継承に向けた関係人口創出を目指し、体
験プログラムを造成した。Z世代の参加者は稲
わらを編む「菰づくり」やお茶農家での昼食など、
「東京ではできない体験」に新鮮な喜びを感じて
いる。さらに参加者の学生の1人は、放棄茶畑の
再生に取り組む学生団体を立ち上げたそう。

C o l u m n
ZG e n e r a t i o n

県内最小人口の町・静岡県松崎町では町内外のつながりを育ん
で活力とするため、住民とともに来訪者が町の魅力を楽しむ体
験プログラムを実施。プログラム終了後も参加者に町の情報を
発信し、継続的な関係性構築を目指している
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